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主催：福岡⼤学ベンチャー起業論/株式会社植松電機/一般社団法人公益資本主義推進協議会/特定⾮営利活動
法人ASIA
共催：一般社団法人ふるさと創成の会/ 一般社団法人倫理研究所福岡県倫理法人会
後援：（株）テレビ西日本/RKB毎日放送/株式会社福岡放送/九州朝日放送
協賛：一般社団法人公益資本主義推進協議会
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目指す教育の実践事例

日野公三氏 明蓬館高等学校校長・理事長

「ソーシャルな課題解決型広域通信制高校を標榜して

～いつでもどこでも、どんなスペシャルニーズがあっても学べる～」

錦織良成氏 映画監督

「マイプロについて～山笠から学ぶこと～」

新里美帆氏 福岡てらこやあそび理事長×あそびPJ 福岡大学ベンチャー起業論学生

「福岡での取り組みの方向性」

吉藤オリィ氏 株式会社オリィ研究所代表取締役所長

「"対孤独の発明家"が描くテクノロジー社会の未来」

開智プロジェクト

リレウォン氏小学生起業家 / （株）polarewon 取締役社長

「“いいや”と“もちょ”は学びの宝庫」

林田茉優氏株式会社吉開のかまぼこ代表取締役社長

「日本の宝である技術・伝統を次世代に残す」

植松努氏による講演
「これからの時代を生き抜くビジネス、対抗不能性」

株式会社植松電機 代表取締役

⼤人たちはよく｢⼦どもに夢を与える｣と⾔います。でも夢なんて与えなくていいんですよ。せめて奪わな
いでほしい。「どうせ無理」と⾔って⼦どもから夢を奪う、その悪循環を断ち切りたいと僕は強く思いま
した。では、「どうせ無理」をなくすにはどうすればいいか。「宇宙だ」と僕は思いました。僕は⼦ども
の頃から⾶⾏機や宇宙が⼤好きでした。宇宙が好きなのは僕だけではありません。「無理」と思えること
にチャレンジして成功すれば、「どうせ無理」と考える人が少なくなるかもしれない。その思いが僕に
とってのロケット開発の原点なんです。

13:00~

14:30~

17:00~

分身ロボット「OriHime」、ALS等の患者向けの意思伝達装置「OriHime eye+ switch」
寝たきりでも働くことができるカフェ「分身ロボットカフェ」等を開発。


